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。
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６
月
12
日
（
日
）
ま
で
一
〇
四
日
間
の
開
催
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平
成
七
年
に
開
催
さ
れ
た
「
花
フ

ェ
ス
タ
９５
ぎ
ふ
」
は
、
四
十
日
間
で

百
九
十
二
万
人
が
訪
れ
る
と
い
う
、

こ
の
地
域
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
内
は
も
ち
ろ
ん
市
街
地
も
に
ぎ

わ
い
、
地
域
は
活
気
づ
き
ま
し
た
。 

　
あ
れ
か
ら
十
年
。
同
じ
公
園
に
、

形
を
変
え
て
新
し
い
感
動
が
訪
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
公
園
の 

西
ゾ
ー
ン
を
中
心
に
、
世
界
一
の
バ

ラ
園
な
ど
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
二
度
目
の
開
催
と
な
る
花
フ
ェ
ス

タ
は
、
前
回
の
よ
う
な
、
パ
ビ
リ
オ

ン
な
ど
を
設
置
し
て
映
像
や
展
示
を

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
は
違
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
参
加
す

る
す
べ
て
の
人
が
感
動
を
共
有
で
き

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。 

,

　花をテーマにしたイベン
ト、岐阜県の魅力発見イベン
トなど、楽しいイベントが満
載です。 

予定イベント  
○花華コンサート 
○世界バラの育種家会議 
○ジャパンフラワーフェスティ
バル 

○新市誕生お国自慢イベント 
○ガーデニングコンテスト 
○ほかほかおもてなしイベント 
○国際交流イベント 
○オリベ大茶会 
※ほか多数計画されています。 

５月中旬～６月１２日  
「花のファンタジー」 
～華麗なるバラの競演 
　約７，０００品種ものバラが
咲き誇ります 

 

　会場には、色とりどりの花が満載
です。ここでしか見られないすてき
な花飾りが行われます。 

　岐阜県のさまざまな味が
楽しめる屋台村、おしゃれな
カフェ、花にまつわる料理な
ど「食」も充実。もちろん花
やオリジナル商品などの
ショッピングも楽しめます。 

　県民の皆さんによるプロ
ジェクト。手作りの多彩な企
画がめじろ押しです。 
○花の甲子園（コンテスト）
○巨大寄せ植え 
○各種体験教室・講座 
※ほか多数計画されています。 

３月１日～３月下旬
 

 
「花のプレリュード」 
～早春の妖精たち 

　新品種の展示などが行わ
れます 

４月上旬～５月上旬  
「花のロンド」 
～春爛漫のお花畑 

　春の草花が次々に開花し
ます
 

 

きょう 

らん  まん 
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花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
は
、
「
花

フ
ェ
ス
タ
９５
ぎ
ふ
」
の
翌
年
、
記
念

公
園
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
美
し
い

花
を
は
じ
め
、
日
本
一
の
バ
ラ
園
、

花
の
タ
ワ
ー
、
花
の
地
球
館
な
ど
一

年
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
来
年
三
月
の
同
フ
ェ
ス
タ
開
幕
に

向
け
て
急
ピ
ッ
チ
で
整
備
中
の
同
公

園
西
エ
リ
ア
。
「
１０
の
テ
ー
マ
ガ
ー

デ
ン
（
仮
称
）
」
「
花
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
「
花
回
廊
」
と
新
た
に
登
場

す
る
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

前
売
り
券
販
売
開
始

　
前
売
り
入
場
券
は
、
開
幕
一
年
前

と
な
る
三
月
一
日
（
月
）
に
販
売
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
入
場
券
に
は
、
す
て
き
な
賞
品
が

当
た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
券
」
な
ど

の
「
五
つ
の
お
楽
し
み
」
や
、
県
内

百
カ
所
以
上
の
施
設
で
の
優
待
な
ど

特
典
が
満
載
で
す
。 

　
前
売
り
入
場
券
は
、
旅
行
代
理
店
、

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
、
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

花フェスタ記念公園花フェスタ記念公園

　花フェスタ記念公園は、「花フェスタ２００５ぎふ」開催
準備のため、１２月２９日（水）から１７年２月２８日（月）
まで一時休園します。 

※パスポート料金は通常のまま、有効期限は一律１２月２８日
（火）になります。 

●問合先　同公園　uÄ７３７３ 

※１２月２８日（火）までは通常料金。現行の前売り入園券、
招待券なども同日までにご利用ください。 

１２月２９日から休園します 

●季節別入園料  　　　　　　　　　　　　　　　（円） 

●年間パスポート 　　　　　　　　　　　　　　　（円） 
大　　人 

期　　間 大人 高校生 小中学生 
４月～１１月 ８００ ５００ ３００ 
１２月～３月 ４００ ３００ ２００ 

高 校 生  小中学生  
２,４００ １,５００ ９００ 

　上記の５点のほか、県内１００カ所以上の施設で、「花フ
ェスタ２００５ぎふ」の入場券を提示すると、入場割引などの
特典が受けられます。 

　詳しくは、問合先のホームページ、または、前売り入場券に
付いてくる特典案内チラシなどをご覧ください。 

※この入場券は、同フェスタの開催期間中しか利用できません。 

●花フェスタ２００５ぎふ入場券 （円） 

●花フェスタ２００５ぎふについての問合先 
　花フェスタ２００５ぎふ実行委員会事務局（県庁内） 
　u０５８‐２７２‐１１１１（内線３６２８） 
　ホームページ http://www．hana２００５．jp

区　　　分 

大　　　人 

高校生・シルバー 

小・中学生 

８００ 

５００ 

３００ 

１,０００ 

７００ 

５００ 

３,０００ 

２,０００ 

１,５００ 

普通入場券 

前売り 当　日 
全期間入場券 

  

,
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　「皇室のバラ園」や「青いバラ
の庭園」など１０の個性的なテー
マのバラ園からなる「１０のテーマ
ガーデン（仮称）」がオープンしま
す。会場全体に約７，０００品種も
のバラが咲き誇り、まさに世界一
のバラ園です。 

　雨の日でも傘をささずに園内の主要施設を
見て回れる「花回廊」もオープン。花のミュー
ジアムから「１０のテーマガーデン（仮称）」を
通り、花の地球館を結びます。 
　回廊中ほどにある物見台「ベルベデーレ」
からは「１０のテーマガーデン（仮称）」が一望
できます。 

　花・園芸文化の情報発信拠点
「花のミュージアム」がオープンし
ます。オリジナル大型映像により、
学び、交流を深めるミュージアム
ホールや、花や花にまつわる文
化、芸術の展示イベントを開催す
るステップギャラリー、園芸文化を
楽しく学べる研修室、花の情報に
触れ癒やされながら学べる情報ラ
イブラリーなど盛りだくさんの施設
となっています。 
　花に関連する文化、芸術などの
さまざまな展示イベントが催されま
す。 

　
現
在
、
世
界
一
と
さ
れ
る
の

は
、
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
チ
ヒ
近

郊
に
あ
る
バ
ラ
園
「
サ
ン
ガ
ー

・
ハ
ウ
ゼ
ン
」
で
す
。
 

　
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
は
、

現
在
の
日
本
一
の
バ
ラ
園
と
整

備
中
の
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、

七
千
品
種
以
上
と
な
り
、
こ
の

バ
ラ
園
を
品
種
数
で
追
い
抜
き
、

世
界
一
に
な
り
ま
す
。
 

 
　前売　前売り入場券入場券について
いる「お楽しみ抽選券」抽選券」を
はがきに張って送ると、抽
選で豪華豪華なプレゼントがあ
ります。 

 
　節　節目入場者入場者の人の人に、記
念品が贈呈されます。 

 
　３月１日（火）～３月２４日
（木）まで会場会場で抽選券抽選券が渡
されます。 

 
　入場券　入場券に印字されている
ナンバーで会場にて抽選。当
選した人にはすてきなプレゼ
ントがあります。 

 
　来場２回目以降の人は、前
回の半券を提示すると１００
円割引となります。 

 
　前売り入場券について
いる「お楽しみ抽選券」を
はがきに張って送ると、抽
選で豪華なプレゼントがあ
ります。 

 
　節目入場者の人に、記
念品が贈呈されます。 

 
　３月１日（火）～３月２４日
（木）まで会場で抽選券が渡
されます。 

 
　入場券に印字されている
ナンバーで会場にて抽選。当
選した人にはすてきなプレゼ
ントがあります。 

 
　来場２回目以降の人は、前
回の半券を提示すると１００
円割引となります。 

現
在
の
世
界
一
は
？

現
在
の
世
界
一
は
？
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一
般
会
計
は 

 

　
平
成
十
五
年
度
の
予
算
額
は
、
六

月
、
九
月
、
十
月
、
十
二
月
に
補
正

を
行
い
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
額
を

含
め
、
総
額
二
百
四
十
八
億
四
千
六

百
六
十
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
六
月
の
補
正
で
は
、
給
食
セ
ン
タ

ー
営
繕
工
事
費
な
ど
で
四
千
六
百
万

円
を
追
加
、
九
月
の
補
正
で
は
、
ふ

る
さ
と
農
道
整
備
事
業
な
ど
で
九
億

二
千
百
万
円
を
追
加
、
十
二
月
の
補

正
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
、
児
童
ク
ラ
ブ
室
新
築

事
業
な
ど
で
三
千
六
百
万
円
を
追
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
に
衆
議
院

議
員
総
選
挙
執
行
経
費
と
し
て
、
三

千
百
万
円
を
専
決
に
て
追
加
し
、
当

初
予
算
に
比
べ
四
・
三
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
予
算
の
執
行
状
況
は
下
に
示
す
通

り
で
す
。
予
算
額
に
対
す
る
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
執
行
額
の
割
合
は
、

収
入
が
六
六
・
二
％
、
支
出
が
六
一

・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

特
別
会
計
は 

 

　
十
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

（
四
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一
日
）の

収
支
状
況
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

　
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
二
百
二

億
八
千
六
百
八
十
七
万
円
の
予
算
に

対
し
、
収
入
済
額
は
五
四
・
七
％
、

支
出
済
額
は
六
〇
・
五
％
の
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
総
務
課 

平成１ ５年度 

予算 市の財政事情を公表 市の財政事情を公表 
平成１５年１２月３１日までの予算の執行状況をお知らせします。 

項 目   
現行予算 の 金額 

一般会計 の 支出状況 

支出済額 と そ の 比率 

民 生 費  
４８億６,８２２万円  

0 100(％)

２９億５,２３６万円  （60.6％） 

土 木 費  
４７億９,４２９万円  
２０億８,４２５万円  （43.5％） 

教 育 費  
４４億０,２０５万円  
２８億０,９８３万円  （63.8％） 

公 債 費  
２８億２,１６０万円  
１４億９,３０４万円  （52.9％） 

衛 生 費  
２７億３,８１０万円  
２２億９,７７１万円  （83.9％） 

総 務 費  
２５億４,０３６万円  
１７億７,７０９万円  （70.0％） 

農林水産業費 
１１億１,１９２万円 
６億９,０６９万円  （62.1％） 

消 防 費  
９億３,３０４万円  
６億８,４９５万円  （73.4％） 

そ の 他  
６億３,７０８万円  
４億９,５３６万円  （77.8％） 

支 出 合 計  
２４８億４,６６６万円  
１５２億８,５２８万円  （61.5％） 

項 目   
現行予算 の 金額 
一般会計 の 収入状況 

収入済額 と そ の 比率 

市 税  
１２７億５,１６１万円  

0 100(％)

１０１億２,１９５万円  （79.4％） 

市 債  
２４億１,５５０万円 

０円 （0.0％） 

国庫支出金 
１４億９,６６５万円 
４億３,１７１万円 （28.8％） 

繰 越 金  
１３億６,１２３万円 
１３億６,１２３万円 （100.0％） 

地方交付税 
１１億８,９３４万円 
８億２,３０６万円 

諸 収 入  
１０億０,１４７万円 
４億４,２５３万円 （44.2％） 

（32.6％） 

（69.2％） 

県 支 出 金  
９億０,０９８万円 
２億９,３５７万円 

地方消費税交付金 
６億５,０００万円 
６億０,１３８万円 （92.5％） 

そ の 他  
３０億７,９８８万円 
２３億６,１８６万円 （76.7％） 

収 入 合 計  
２４８億４,６６６万円 
１６４億３,７２９万円 （66.2％） 

収 入  支 出  

特別会計予算 の 執行状況 
会 計 名   

国 保 事 業 勘 定  
国 保 直 診 勘 定  

老 人 保 健 会 計  

介 護 保 険 会 計  

簡 易 水 道 事 業 会 計  

飲 料 水 供 給 事 業 会 計  

自家用工業用水道事業会計 

公 共 下 水 道 事 業 会 計  
特定環境保全公共下水道事業会計 

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計  

可児駅東土地区画整理事業会計 

水道事業会計 （4/1～12/31）  

予算現額    

61億0,500万円 
2,490万円 

52億2,800万円 

25億6,400万円 

1,130万円 

660万円 

1億5,000万円 

45億7,209万円 
2億4,700万円 

2億1,100万円 

11億6,698万円 

収入26億9,900万円 
支出37億6,600万円 

収 入 済 額   

38億9,076万円 
1,044万円 

36億5,732万円 

15億5,263万円 

274万円 

89万円 

9,119万円 

14億5,328万円 
1億2,490万円 

9,717万円 

2億0,877万円 

収入割合  

63.7% 
41.9% 

70.0% 

60.6% 

24.3% 

13.5% 

60.8% 

31.8% 
50.6% 

46.1% 

17.9%

支 出 済 額   

41億3,450万円 
1,775万円 

36億6,507万円 

16億3,608万円 

455万円 

111万円 

1,507万円 

20億8,642万円 
1億0,246万円 

9,953万円 

5億0,817万円 

支出割合  

67.7% 
71.3% 

70.1% 

63.8% 

40.3% 

16.8% 

10.0% 

45.6% 
41.5% 

47.2% 

43.5%

18億4,964万円 68.5% 16億1,350万円 42.8%

バリアフリー化を進める歩道 
改良工事（皐ケ丘） 
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現
在
百
円
と
な
っ
て
い
る
障
害

者
や
お
年
寄
り
の
さ
つ
き
バ
ス
料

金
を
、
無
料
に
で
き
ま
せ
ん
か 

 

回
答
　
さ
つ
き
バ
ス
の
乗
車
料
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
乗
車
二
百
円
を

基
本
と
し
、
障
害
を
持
つ
人
や
小
中

学
生
、
満
六
十
五
歳
以
上
の
人
な
ど

は
百
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 

　
昨
年
五
月
、
今
後
の
改
正
に
向
け

て
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
す

る
た
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
、
現
在
の
料
金
体
系
に
つ
い
て
も

延
べ
五
百
四
十
一
人
に
お
尋
ね
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
「
安
い
」
が
五

十
五
％
、
「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
が
三

十
九
％
と
、
合
計
九
十
四
％
の
人
が
、

料
金
に
つ
い
て
満
足
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
調
査
結
果
と
、
運
行
経

費
全
体
に
占
め
る
運
賃
収
入
の
割
合

が
約
二
十
％
で
あ
る
と
い
う
厳
し
い

現
状
か
ら
、
一
部
を
無
料
化
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
現
在
、
平
成
十
六
年
十
月
を

め
ど
に
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
課
題

な
ど
を
解
消
し
、
一
層
の
利
便
性
の

向
上
と
利
用
者
の
拡
大
を
図
る
た
め

の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

　
非
常
用
物
品
が
高
い
の
で
、
非

常
持
ち
出
し
袋
だ
け
で
も
各
戸
に

配
布
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

 

回
答
　
昨
今
、
大
規
模
地
震
の
発
生

が
危
ぐ
さ
れ
て
お
り
、
万
が
一
に
備

え
各
家
庭
に
お
い
て
非
常
持
ち
出
し 

品
の
準
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
も
の
を
セ
ッ
ト
で
整
備
す

る
と
、
お
お
む
ね
四
万
円
ほ
ど
か
か

り
負
担
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
各
家
庭
で
備
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

　
ご
指
摘
の
非
常
持
ち
出
し
袋
の
各

戸
配
布
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
自
主

防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
各
戸
配
布
さ

れ
て
お
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
こ
と
や
、

必
ず
し
も
市
販
の
袋
で
な
く
て
も
構

わ
な
い
こ
と
か
ら
、
何
と
か
各
自
で

備
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
自
治
会

な
ど
で
整
備
さ
れ
る
場
合
に
は
補
助

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

 
　
ポ
イ
捨
て
の
立
て
看
板
だ
け
で

は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
十
万
円

ぐ
ら
い
罰
金
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

回
答
　
当
市
に
お
き
ま
し
て
も
平
成

十
一
年
三
月
に
「
ポ
イ
捨
て
及
び
ふ

ん
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
市
民
の
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
環

境
美
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
地
域
を
「
ポ
イ
捨
て
及

び
ふ
ん
害
防
止
重
点
地
域
」
に
指
定

し
、
重
点
地
域
で
は
推
進
指
導
員
を

委
嘱
し
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
環
境
美
化
推
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。 

　
罰
則
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
条

例
で
平
成
十
一
年
度
か
ら
「
二
万
円

以
下
の
罰
金
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
勧
告
・
命
令
を
行
っ
た
後
、

そ
れ
で
も
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
や
め
な

い
人
に
課
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
さ
ら
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

防
止
看
板
・
広
報
紙
な
ど
で
の
啓
発

に
よ
り
ポ
イ
捨
て
の
抑
制
に
努
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

　
映
画
館
な
ど
を
誘
致
し
、
大
勢

の
人
が
集
ま
り
活
気
の
あ
る
楽
し

い
ま
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

回
答
　
可
児
市
に
は
、
今
の
と
こ
ろ

映
画
館
や
店
舗
な
ど
が
集
中
し
た
、

大
規
模
な
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

が
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

　
老
若
男
女
が
こ
ぞ
っ
て
楽
し
め
る

施
設
は
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る
だ
け

で
な
く
、
就
労
の
場
を
提
供
す
る
な

ど
、
市
に
と
っ
て
も
大
い
に
魅
力
あ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ

う
い
っ
た
施
設
の
新
設
に
は
、
民
間

企
業
に
よ
る
資
本
投
入
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
残
念
で
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
こ
う
し
た
進
出
計
画
が

出
て
い
な
い
の
も
現
状
で
す
。 

　
市
と
し
ま
し
て
は
、
計
画
の
申
請

が
あ
っ
た
段
階
で
、
市
の
土
地
利
用

計
画
な
ど
に
照
ら
し
合
わ
せ
前
向
き

に
検
討
し
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・

ア
ー
ラ
は
、
映
像
シ
ア
タ
ー
で
の
映

画
の
上
映
や
、
ビ
デ
オ
な
ど
の
持
ち

込
み
に
よ
る
上
映
も
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

●
問
合
先
　
市
政
情
報
課 

市長への手紙から 

市
政
に
対
す
る
貴
重
な
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
く
「
市
長
へ
の
手
紙
」
。 

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

今
回
は
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

市の財政事情を公表 

ポイ捨てとふん害の防止を呼び掛ける立て看板（久々利） 
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地区７ 

地区６ 

地区８ 

地区３ 

地区１８ 

地区１３ 

地区１０ 

地区１１ 

地区１９ 

地区１５ 

地区２
０ 

地区１６ 

地区１４ 地区 
１7

桜ケ丘公民館 

春里 
公民館 

工
業
団
地 西可児駅 

＝特定区域（道路の場合は、中心より両側２０m部分） 

可児川駅 
花フェスタ 
記念公園 

南
消
防
署 

文化創造 
センター 

市役所 

下
切
駅 

下恵土 
公民館 

帷
子
公
民
館 

広見東公民館 

今渡公民館 今渡公民館 今渡公民館 

日本ライン今渡駅 日本ライン今渡駅 

新太田橋 
太田橋 

中濃大橋 

川合大橋 

21

248

41 可
児
駅

可
児
駅 

可
児
駅 

学校
前駅
 

明智駅 

地区１２ 地区１２ 

N

・ 

地区４ 地区４ 

地区９ 地区２ 地区２ 

地区１ 

地区５ 

地区１ 

地区５ 

今後、簡易除却はこうなります。（特定区域に限る）

以 前 の 簡 易 除 却 の 対 象 物 件

一定期間経過し、
かつ、管理され
ずに放置されて
いるものが 
簡易除却の対象 

ただし、ベニヤなどに紙
を張ったもののみ 

ただし、紙や布、ベニヤな
どに紙を張ったもののみ 

は り 紙  

は り 紙  

は り 札  

は り 札  

立 看 板  

立 看 板  
以前は除却不可の広告
旗が除却可能 

以前は除却不可のプラ
スチック板や金属板など
も除却可能 

以前は除却不可の置看
板やプラスチック・金属
類なども除却可能 

はり紙 類  の ぼ り 旗  立 看 板 類  

除却の要件 

特定区域内における簡易除却の対象物件

一定期間経過の
要件が除外され
ました。 

除却の要件 

こうなります！

以前除却できた 

引き続き除却可能 

今
後
は
こ
う
な
り
ま
す

皐ケ丘（皐ケ丘地区計画区域）皐ケ丘二、三、六、七丁目全域および皐ケ丘一、四、五、八、九丁目の一部 
桂ケ丘（桂ケ丘地区計画区域）大森字奥山の一部、桂ケ丘一丁目の一部、桂ケ丘二丁目の一部および桂ケ丘三丁目の一部 
桜ケ丘（桜ケ丘地区計画区域）桜ケ丘七丁目の一部 
虹ケ丘（虹ケ丘地区計画区域）虹ケ丘一、二、三、四、五丁目全域 
桜ケ丘一、二、三、四、五、六、七丁目の各全域 
皐ケ丘（皐ケ丘地区計画区域）皐ケ丘一丁目の一部、六丁目の一部（近隣商業地域） 
桂ケ丘（桂ケ丘地区計画区域）桂ケ丘二丁目の一部（近隣商業地域） 
桜ケ丘（近隣商業地域）桜ケ丘六丁目の一部 
西可児駅周辺　帷子新町一、二、三丁目の全域、東帷子字髭前、字野内、字中屋敷、長坂一丁目の各一部 
市道３２０１・３０５４号線・市道１５号広見柿田線（市道１１９号石井・上野線交差点～県道多治見八百津線交差点まで）道路中心 
から両側２０ｍ部分 
県道多治見八百津線一部沿道（御嵩町界～県道土岐可児線交差点）道路中心より両側２０ｍ 
国道２１号バイパス線（市界～御嵩町界まで）道路中心より両側２０ｍ 
県道可児金山線（国道２１号交差点～市道６２号交差点まで）道路中心より両側２０ｍ 
市道１４号広見土田線・市道１５号広見柿田線・市道１０５号渡・東山線（市道１１９号石井・上野線交差点～県道土岐・可児線交 
差点まで）道路中心より両側２０ｍ 
国道２４８号線バイパス・国道２１号線（新太田橋～市界）道路中心より両側２０ｍ 
県道御嵩犬山線一部（市道１４号広見土田線交差点～市道５０号土田・菅刈線交差点まで）道路中心より両側２０ｍ 
市道５号大東・上屋敷線（全線）道路中心より両側２０ｍ 
市道６２号線一部（田白交差点～市界まで）道路中心より両側２０ｍ 
市道２７号線（新田交差点～地区計画区域境界）道路中心線より２０ｍ 
県道土岐可児線・国道２１号線（国道４１号線交差点～市道５２５２号線・５３２７号線交差点）道路中心線より２０ｍ 

地区１＝ 
地区２＝ 
地区３＝ 
地区４＝ 
地区５＝ 
地区６＝ 
地区７＝ 
地区８＝ 
地区９＝ 
地区１０＝ 
 
地区１１＝ 
地区１２＝ 
地区１３＝ 
地区１４＝　 
 
地区１５＝ 
地区１６＝ 
地区１７＝ 
地区１８＝ 
地区１９＝ 
地区２０＝ 

構
造
改
革
特
区
に
認
定

こ
れ
ま
で
の
除
却
の
要
件 

景
観
を
良
く
す
る
た
め
に

構
造
改
革
特
区
に
認
定

 

　
岐
阜
県
は
、
ま
ち
の
美
観
を
維
持

す
る
た
め
、
「
美
し
い
ひ
だ
・
み
の

景
観
特
区
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
特
例
措
置
（
違
反
広
告

物
の
簡
易
除
却
物
件
の
要
件
の
緩
和

及
び
対
象
物
件
の
拡
大
）
が
適
用
を

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
可
児

市
内
で
は
、
二
十
の
特
定
区
域
に
つ

い
て
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
八
日

に
そ
の
適
用
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
特
定
区
域
内
に
お

い
て
、
市
が
簡
易
除
却
で
き
る
違
法

広
告
物
の
種
類
の
拡
大
と
要
件
が
緩

和
さ
れ
、
以
前
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
、

違
法
な
広
告
物
の
速
や
か
な
簡
易
除

却
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
除
却
の
要
件 

　
現
在
、
市
の
全
域
で
は
、
次
の
違

法
な
広
告
物
は
除
却
で
き
ま
す
。 

①
違
法
な
は
り
紙 

②
違
法
な
は
り
札
（
ベ
ニ
ヤ
板
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
板
な
ど
に
紙
を
張
っ

た
も
の
）
、
立
看
板
（
木
枠
に
紙

や
布
を
張
っ
た
も
の
、
ま
た
は
ベ

ニ
ヤ
板
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
な
ど

に
紙
を
張
っ
た
も
の
）
の
う
ち
、

表
示
さ
れ
て
か
ら
相
当
の
期
間
を

経
過
し
、
か
つ
、
管
理
さ
れ
ず
に

放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
も
の
。 

 

今
後
は
こ
う
な
り
ま
す 

　
こ
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
で
、
特
定
区
域
内
で
は
、
次
の
よ

う
に
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
除
却
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。 

●
簡
易
除
却
の
緩
和
要
件 

　
　
前
述
②
の
「
表
示
さ
れ
て
か
ら

相
当
の
期
間
を
経
過
し
」
の
要
件

が
除
外
さ
れ
ま
し
た
。 

●
対
象
物
件
の
拡
大 

　
　
簡
単
に
取
り
外
し
た
り
、
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
、
工
作

物
な
ど
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

は
り
札
類
、
広
告
旗
、
立
看
板
類

も
簡
易
除
却
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

　
直
接
塗
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
、

金
属
板
に
限
ら
ず
、
の
ぼ
り
旗
、
置

看
板
、
ラ
ッ
ク
な
ど
幅
広
い
簡
易
除

却
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

※
特
定
区
域
以
外
は
以
前
と
同
様
の

取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。 

景
観
を
良
く
す
る
た
め
に 

　
市
は
現
在
、
月
二
回
の
簡
易
除
却

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
十
六
年
度
か
ら
順
次
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
除
却
の
対

象
と
な
る
広
告
物
を
出
し
て
い
る
場

合
は
、
必
ず
各
自
で
除
却
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
ま
た
、
市
は
、
こ
の
制
度
を
有
効

に
利
用
し
て
、
街
の
景
観
を
良
く
す

る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
な
お
、
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る

た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
許
可
を

必
要
と
し
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
）
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課 

特定区域図 

市内のいたるところで見受けられる違法な広告物。構造改
革特区に認定を受けたことにより、以前よりもこれらを簡
単に除却できるようになりました。 

違法広告物の除却の要件が
変わります

8広報かに 2004.3.1
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●
記
　
角
南
ま
ち
子
さ
ん
（
緑
） 

津山市 

岡山県 

       

　
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
津
山
市
は
、

地
形
が
可
児
に
と
て
も
似
て
い
ま
す
。 

　
盆
地
の
真
ん
中
を
吉
井
川
が
流
れ
、

そ
の
ほ
と
り
に
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

雄
大
な
石
垣
が
本
丸
ま
で
何
段
も
続

く
津
山
城
は
、
森
蘭
丸
の
弟
の
忠
政

が
築
い
た
も
の
で
、
今
年
で
四
百
年

目
を
迎
え
ま
す
。
鶴
山
公
園
と
な
っ

た
今
は
、
樹
齢
百
年
の
五
千
本
の
桜

で
彩
ら
れ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
見
事
で

す
。 

　
私
の
通
っ
た
小
学
校
は
お
堀
の
そ

ば
に
あ
り
、
写
生
会
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
と
、
公
園
は
み
ん
な
の
遊
び
場
で

し
た
。
そ
し
て
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
自
分
た
ち
の
家
を
見
下
ろ
す
位

置
に
陣
取
る
の
が
、
わ
が
一
族
の
習

わ
し
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
私
の
家
は
、
武
家
屋
敷
が
残
る
田

町
筋
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
道
を
、
秋

の
津
山
ま
つ
り
の
時
は
「
田
町
奴
行

列
」
が
練
り
歩
き
ま
す
。
威
勢
の
い

い
奴
が
毛
槍
を
振
り
踊
り
ま
す
。
父

は
勘
定
奉
行
の
役
で
し
た
。
あ
る
年
、

私
は
里
帰
り
出
産
中
で
、
お
祭
り
の

日
は
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
総

合
病
院
の
前
で
奴
踊
り
が
始
ま
り
、

患
者
さ
ん
は
窓
に
鈴
な
り
、
外
に
見

に
行
く
人
た
ち
も
い
て
、
ヤ
ン
ヤ
の

拍
手
喝
さ
い
で
し
た
。
父
が
ル
ー
ト

を
変
更
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
寄
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。
何
て
素
晴
ら
し
い
お

祝
い
で
し
ょ
う
。 

　
皆
さ
ん
、
一
度
津
山
に
行
っ
て
み

ん
ち
ゃ
い
！ 

咲き誇る桜に彩られた津山城の石垣 

わ
た
し
の
城
下
町 

岡
山
県
津
山
市 

か
く 

ざ
ん 

や
っ
こ 

や
り 

●記　小栗純一さん（今渡） 

　
「
ね
ェ
ー
、
軽
く
（
軽
食
）
行
か

な
い
？
」
と
練
習
終
了
後
、
誰
か
ら

と
も
な
く
言
葉
が
出
る
…
。
年
齢
差

に
関
係
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
仲
間
た
ち
で
す
。 

　
私
た
ち
は
、
公
民
館
教
室
が
母
体

で
で
き
た
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
で
、
結

成
以
来
今
年
で
五
年
目
に
な
り
ま
す
。

会
員
は
、
少
年
三
十
五
人
、
成
人
十

五
人
で
、
「
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
」
を
合
言
葉
に
、
太
鼓
を
通
し
て

青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
、

ま
た
、
日
本
の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う

伝
統
芸
能
の
継
承
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

　
演
奏
活
動
は
、
地
元
は
も
と
よ
り

市
外
に
も
足
を
運
び
、
福
祉
医
療
施

設
な
ど
を
訪
問
し
、
和
太
鼓
の
素
晴

ら
し
さ
と
だ
い
ご
味
を
堪
能
し
て
い

た
だ
き
つ
つ
、
出
会
い
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
演
奏
は
単
に
太
鼓
の
腕

前
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
人
々
と

の
出
会
い
が
心
の
触
れ
合
い
や
感
動

を
生
み
、
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
れ

ば
よ
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
仲
間
を
思
い
や
り
、
苦
し
み
を
分

か
ち
合
い
、
和
や
か
な
気
持
ち
で
自

分
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
太
鼓
へ
の

喜
び
を
大
切
に
す
る
明
る
い
サ
ー
ク

ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
も
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。 

●
問
合
先
　
小
栗
純
一
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
u
Z
５
９
３
０ 

グループからこんにちは 130

可児市　双龍太鼓 

ト
ド
ー
ン
！ 

広
が
る
感
動
の
和 

10広報かに 2004.3.1
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イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 
あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

青春きらめきトーク 76

　
「
人
間
と
同
じ
で
い
ろ
ん
な
性
格
が
あ
る
け

れ
ど
、
き
つ
い
子
も
お
と
な
し
い
子
も
み
ん
な

好
き
」
と
橋
爪
さ
ん
。
中
学
二
年
生
の
時
か
ら

乗
馬
一
筋
で
す
。
始
め
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
馬

が
急
に
走
り
出
し
振
り
落
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
全
然
怖
く
な
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
国
体
に
は
、
県
の
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。 

　
乗
馬
は
毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
切
。
一
頭
で

二
、
三
十
分
、
多
い
時
は
五
、
六
頭
に
乗
り
練

習
し
ま
す
。
「
自
分
な
り
に
う
ま
く
い
っ
た
と

き
が
一
番
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。 

　
普
段
は
坂
戸
の
馬
事
公
苑
で
勤
務
。
「
も
っ

と
乗
馬
を
や
る
人
が
増
え
た
ら
」
と
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
も
し
て
い
ま
す
。
「
怖
く
て
も
一

度
乗
っ
た
ら
ま
た
次
も
や
り
た
く
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
回
乗
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
笑

顔
で
呼
び
掛
け
ま
す
。 

一度馬に乗ってみて！ 
●橋爪淳子さん（今渡・２６歳） 

▲ 
ハ
ー
ト
（
大
森
） 

▲ 
さ
ば
っ
子
（
み
ず
き
ケ
丘
）
 

▲メタナイト（みずきケ丘） 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

川
柳     

斎
藤
清
幸
　
選

池
村
和
子
（
皐
ケ
丘
） 

趣
味
を
持
つ
喜
び
老
い
を
忘
れ
さ
せ 

高
野
　
徹
（
矢
戸
） 

激
動
の
時
代
の
子
ら
は
強
か
っ
た 

丸
山
重
司
（
若
葉
台
） 

コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
み
ん
な
同
じ

顔 

三
島
次
朗
（
広
眺
ケ
丘
） 

ス
コ
ッ
プ
の
捌
き
で
わ
か
る
山
育
ち 

井
藤
貞
子
（
土
田
） 

今
年
こ
そ
今
年
こ
そ
は
で
七
十
路
越

え 

可
児
小
松
（
下
恵
土
） 

ど
ん
ど
火
と
御
神
酒
に
酔
っ
た
赤
い

顔 

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

●
社
会
福
祉
に 

　
可
児
市
民
吹
奏
楽
団
、
有
賀
徹
、

可
児
市
仏
教
会
、
白
鳥
美
津
子
、

（
株
）キ
ン
グ
印
刷
紙
工
、
帝
京
大

学
可
児
高
等
学
校
中
学
校
生
徒

会
、
ま
る
な
か
酒
店
、
平
牧
公

民
館
秋
の
イ
ベ
ン
ト
出
店
団
体
、

上
村
宗
平
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
花

泉
、
立
正
佼
成
会
可
児
支
部
、

可
児
社
会
福
祉
事
業
協
力
会
、

可
児
遊
技
業
組
合
、
金
子
浩 

◎リコーダーアンサンブル　しゃんてぃ 
　主婦のグループです。一緒に楽しくリコ
ーダーを吹いてみませんか。 
●期　日　第１・２・３金曜日 
●時　間　午後１時30分～３時30分 
●場　所　広見公民館ゆとりピア 
●会　費　月２０００円 
●連絡先　水野すみ子さんu~８９８１ 
 
◎よさこい鳴子踊り　ＺＡＣ 
　名古屋のにっぽんど真ん中まつりや可
児夏祭りなどで踊ります。一度体験してみ
ませんか。 
●日　時　○昼の部＝毎週金曜日・午後
２時～４時　○夜の部＝毎週月または
火曜日・午後７時～９時 

●場　所　帷子公民館 
●連絡先　中嶋美千子さんuÇ６７０５ 

竹
中
芳
子
（
若
葉
台
） 

北
風
に
の
れ
ば
素
直
に
雪
の
精 

さ
ば 



可
児
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

春を待つ花フェス公園を力走 
　２月１５日、今年で２２回目となる可児シティー
マラソンが、２歳から８１歳までの約１２００人が
参加し、花フェスタ記念公園で開催されました。 
　当日は、時折薄日がさす冬空のもと、年齢や距
離によって１１の部門に分かれた老若男女が、花
のつぼみが膨らみかけた公園を駆け抜けました。 
各部門の優勝者は次の皆さんです（敬称略） 
１０km○高校・一般４０歳未満男子＝齋藤真一（羽島市）
○一般４０歳以上男子＝須藤茂美（瑞浪市）○高校・一般
女子＝高山直子（多治見市）　５km高校・一般４０歳未満
男子＝田中優一（御嵩町）○一般４０歳以上男子＝岩田
眞治（知多市）○高校・一般女子＝細川和沙（塩河）
３．５km○中学男子＝小山俊之（多治見市）○中学女子
＝松原ななみ（多治見市）　クロスカントリー○高校・一般
男子＝柴田法昭（御嵩町）○高校・一般女子＝宮口佳子
（美濃加茂市） 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会 

ソフトバレーで交流 
　２月１日、可児市体育指導委員会主催の生涯
スポーツ交流会が、広見公民館ゆとりピア、
Ｂ＆Ｇ海洋センター、名城大学、桜ケ丘公民
館の４つの会場で行われました。 
　これは可児市６人制ソフトバレーボールを
通して、市民同士の交流を深めようというも
ので、ブラジル、中国の外国人チーム２チー
ムを含む９７チーム８７０人が参加しました。 
　参加者たちは、熱のこもったプレーを繰り
広げ、会場は掛け声と歓声でいっぱいでした。 

可
児
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン 

熱のこもったプレーを繰り広げる参加者たち（広見公民館ゆとりピア） 

ゴールを目指し力走する参加者たち 

一斉にスタートする参加者たち 

12広報かに 2004.3.1
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可
児
市
小
中
学
校
美
術
展 

可
児
市
小
中
学
校
美
術
展 

展示された作品とそれを見入る見学者 

園の畑で作った豆を鬼にぶつける園児たち（久々利保育園） 

環
境
講
座
・
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

環
境
講
座
・
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

水辺の鳥たちに会おう 
　２月７日、可児の川にいる鳥を知ることで、
身近な川に興味を持ってもらおうと、可児市め
だかの楽校が、環境講座・バードウオッチング
を開催しました。 
　参加者たちは、坂戸の可児川の堤防から、日
本野鳥の会の会員から説明を受けながら、カワ
セミやダイサギなど、さまざまな野鳥や水鳥を
観察。「こんなにたくさんの鳥がいるとは思わ
なかった」「実物をこれだけじっくり見たのは
初めて。びっくりした」と望遠鏡をのぞき込ん
でいました。 

力作１３００点がずらり 
　２月７日と８日、市小中学校美術展、支援学
級で学ぶ子どもたちの作品展が、文化創造セン
ターで開催されました。 
　展示された作品は、子どもたちが学校の授業
や部活などで製作した絵画、デザイン、版画、
工芸、書写など約１３００点。どれも個性が光る力
作ばかりです。 
　会場には、子どもから大人までたくさんの見
学の人たちが訪れ、自分の作品を親に教えたり、
友だちの作品を見たりしていました。 

保
育
園
で
節
分 

保
育
園
で
節
分 

元気いっぱい鬼は外！ 
　２月３日、市内の市立保育園で、恒例の節分
の豆まきがありました。 
　いつもと変わらない保育園に、市の職員がふ
んした鬼が入ってくると、泣きながら先生にし
がみつく子、逃げ回る子など大騒ぎ。それでも
園児たちは、怖がりながらも勇気を振り絞って、
「鬼は外」と叫びながら準備しておいた豆を鬼
に投げ付けて、自分の中にいる「いじわるおに」
や「なきむしおに」を追い払いました。 
　最後は、落とし穴に鬼が落ちると、園児たち
は大喜びしていました。 

▲ 

▲
 

野鳥を観察する参
加者たち 

可児川にたたずむ
雄のマガモ 
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か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
―――――――――

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
考
え
る

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
期
日

３
月
１３
日
（
土
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

●
演
題

情
報
化
社
会
に
お
い
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
果
た
す
役
割
（
国
連
世
界

情
報
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
）

●
講
師

河
村
宏
さ
ん
（
国
立
身
体

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
研
究
所
障
害
福
祉
研
究
部

長
）

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

u
|
１
２
２
２

元
気
だ
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―――――

親
子
で
参
加
し
よ
う

可
児
お
や
こ
劇
場
は
「
元
気
だ
せ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ⅲ
」
を
開
催
し
ま

す
。
親
子
そ
ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

●
期
日

３
月
２１
日
（
日
）

●
時
間

午
後
零
時
３０
分
〜
４
時
３０

分
●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容
な
ど

※
当
日
券
は
全
公
演
と
も
５
０
０
円

増
し

●
託
児
料

一
人
４
０
０
円
（
当
日

会
場
で
申
し
込
む
）

●
そ
の
他

当
日
、
午
前
１１
時
か
ら

正
午
ま
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
の

録
音
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

可
児
お
や
こ
劇

場

u
‹
Ä
３
２
９
５

●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地
u~1111

家電リサイクル法の改正に伴い、４月１
日から新たに、電気冷凍庫が対象品目とな
ります。そのため、電気冷凍庫も市では回
収できなくなりますのでご注意ください。
これにより、家電リサイクルの対象はエ

アコン、テレビ、冷蔵
庫（冷凍庫を含む）、
洗濯機となります。い
ずれも適正にリサイク
ルしましょう。
●問合先 環境課

家電リサイクル法改正

電気冷凍庫も対象に電気冷凍庫も対象に

催
し

公
演
 

1

2
 

3

タイトル  開始 
時刻 

午後 
零時 
３０分 

午後 
 ２時 

午後 
 ３時 
３０分 

２５００円 
（３歳以下 
   ５００円） 

２５００円 

３０００円 

４０００円 

４０００円 

５０００円 

幼児から 
低学年 

小学生 

中学生 
以上 

対 象  
年 齢  

入場料 

１人 ２人１組 

あおくんときいろ
ちゃん 

春夏？冬むかし話 

ぺんぺん寄席 

 
 
　日本の女性の社会参画状況は、男女共同参画に
取り組む基本の法的枠組みで欧米諸国と大きな違
いはないのですが、全般に低い水準にあります。 
　政治・行政分野への女性の参画は、男女の視点
があらゆる政策に盛り込まれるため重要であると
考えられています。欧米諸国では、女性の政治へ
の参画に関する社会的な環境を整備して積極的な
是正策の取り組みを行い、効果が表れてきました。
今後、日本でも女性が政治や行政分野へ果敢にチャ
レンジし、それを支援していくさまざまなレベル
での取り組みが行われることが期待されています。 
　また、労働分野・家庭生活では、就業の意欲と
能力がありながら、家事・育児などの負担のため
に退職したり、仕事との両立に苦労している女性

が多くいます。これは、欧米諸国に比べ、根強い
固定的性別役割分担意識（男は仕事、女は家事）
とそれに伴った慣行が多くの場にあるためと考え
られ、女性がその能力を社会の中で十分に発揮す
る機会に恵まれていないという問題の原因のひと
つです。欧米諸国では、柔軟な働き方ができる制
度や保育サービスの充実が進んでいたり、家庭で
は、妻に家事の負担が重い日本に比べて、家族全
員で行う割合が高くなっています。 
　仕事と子育ての両立支援策等の環境整備を強力
に推進するとともに、男女が仕事にも家庭生活に
もバランスよく参画できるような社会をつくり出
していくことが求められています。 
参考：平成１５年度男女共同参画白書（内閣府編） 

●問合先　総合政策課 

男女共同参画社会への道 vol.50

世界からみた日本の男女共同参画 
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演
奏
会
を
開
催

華
音
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
は
、

第
一
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

３
月
２０
日
（
祝
）

●
時
間

午
後
２
時
〜
（
午
後
１
時

３０
分
開
場
）

●
場
所

美
濃
加
茂
市
文
化
会
館

（
美
濃
加
茂
市
島
町
）

●
入
場
料

前
売
り
５
０
０
円
、
当

日
８
０
０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

●
販
売
場
所

松
栄
堂
楽
器
可
児
店

（
広
見
）

●
問
合
先

同
バ
ン
ド
の
小
林
さ
ん

u
０
９
０
（
９
１
２
６
）
５
１
６
２

Ｐ
可
児
―――――――――――――――――――

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る

Ｐ
（
ピ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）
可
児
は
、

名
古
屋
市
と
大
府
市
で
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
条
例
の
広
報
ビ
デ
オ
制

作
に
、
市
民
と
と
も
に
携
わ
っ
た
人

を
迎
え
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

３
月
２３
日
（
火
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
●
場
所

桜
ケ
丘
公
民
館

●
講
師

中
島
美
幸
さ
ん
（
愛
知
淑

徳
大
学
講
師
）

●
参
加
費

無
料

華か

音の
ん

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
―――

●
問
合
先

Ｐ
の
増
尾
佳
代
子
さ
ん

u
Å
３
６
９
２
（
午
後
６
時
以
降
）

劇
場
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
―――――――

劇
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
文
化

創
造
セ
ン
タ
ー
で
お
客
様
案
内
係
な

ど
を
行
う
、
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の

研
修
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
者
は
、
市
民
自
立
運
営
組
織

ア
ー
ラ
ク
ル
ー
ズ
に
入
会
し
、
各
公

演
で
活
動
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
１７
日
、
２４
日
、
５
月

８
日
、
１５
日
（
全
４
回
い
ず
れ
も

土
曜
日
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
講
師

星
乃
も
と
子
さ
ん
（
シ
ア

タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
代

表
）

●
受
講
料

無
料

●
定
員

２０
人
（
抽
選
）

●
申
込
締
切

４
月
７
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

同
財
団

u
|
３
３
１
１
、
‹
|
３
３
１
２

市
政
見
学
バ
ス
――――――――――――――

市
内
を
見
学
し
よ
う

市
は
、
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
市
内
の
公
共
施
設
を

見
学
す
る
、
市
政
見
学
バ
ス
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
３
月
２４
日
（
水
）

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３

時
●
集
合

午
前
９
時
１５
分
に
中
恵
土

公
民
館

●
対
象
者

一
般
成
人
（
乳
幼
児
は

同
伴
不
可
）

●
コ
ー
ス

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク
（
塩
河
）→

川
合
考
古
資
料

館→

川
合
浄
水
場

※
昼
食
は
各
自
持
参
。

●
定
員

３５
人
（
抽
選
）

●
申
込
締
切

３
月
１５
日
（
月
）

●
申
込
・
問
合
先

市
政
情
報
課

ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
――――――――

審
査
委
員
を
公
募
し
ま
す

市
は
、
市
民
の
自
主
的
・
主
体
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
助
成

す
る
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
」

の
審
査
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

平
成
１６
年
３
月
２２
日

現
在
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２０

歳
以
上
の
人
で
、
審
査
会
な
ど
年

５
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る

人
●
募
集
人
数

２
人
以
内

●
任
期

２
年

●
報
酬

日
額
５
０
０
０
円

●
応
募
方
法

「
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
の
意
見
を
８
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
た
も
の
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
し
た
用
紙
を
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に
提
出
す
る
（
応
募
用
紙

な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

●
選
考
方
法

選
考
委
員
会
で
選
考

（
結
果
は
応
募
者
全
員
に
知
ら
せ

ま
す
）

●
応
募
締
切

３
月
２２
日
（
月
）

●
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

3

3

3

募
集

ガラス工芸を楽しもう

コース名 

木曜午前 

金曜午後 

土曜午前 

時　　間 

午前 ９ 時３０分 

　　　 ～正午 

午後 １ 時 

    ～ ３ 時３０分 

午前 ９ 時３０分
　　　～正午 

期　　日 

４／８、１５、２２ 
５／６、１３、２０ 

４／９、１６、２３ 
５／７、１４、２１ 
４／１０、１７、２４、 
５／８、１５、２２ 

わくわく体験館 

ガラス工芸を楽しもう
　わくわく体験館は、ガラス工芸の入門講
座の受講者をそれぞれ募集します。 

●コースと日時（３コース・全６回） 

●講座の内容など 

講 座 名  
 

内 容  
 

定 員  

受 講 料  

吹きガラス 
吹きガラスの基礎
を学びながらグラ
スや小鉢、一輪挿
しを作る 

各コース２人 
（抽選） 

２万１０００円 
（材料費込み） 

ステンドグラス 
ステンドグラスの技
法で「あんどん」を
制作する 

各コース２０人 
（抽選） 

１万８０００円 
（材料費込み） 

●場所　わくわく体験館（塩河） 
●対象者　一般成人 
●注意事項　吹きガラスの受講者は、長袖、
長ズボン、ズック靴を着用のこと 

●申込締切　３月１９日（金） 
※受講決定者には、受講案内を送付します。 
●申込・問合先　同館 uÇ１５１５ 

制服姿で活躍する皆さん
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都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅
―――

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
が
建
設
時
に
補
助
を
し
た
優
良

な
賃
貸
住
宅
「
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
・
ソ

ナ
ン
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格

同
居
親
族
が
あ
る
世

帯
で
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
募
集
戸
数

２
戸

●
所
在
地

今
渡
２
６
１
１
‐
１

●
建
物
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
５
階
建
て
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

●
申
込
締
切

３
月
２２
日
（
月
）

●
申
込
先

め
ぐ
み
の
農
業
協
同
組

合
可
児
不
動
産
セ
ン
タ
ー

u
~
１
４
４
４

●
問
合
先

建
築
指
導
課

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
講
習
会
―

愛
犬
と
暮
ら
す
た
め
に

市
は
、
犬
の
習
性
を
学
ん
で
正
し

い
し
つ
け
方
を
習
得
す
る
、
講
習
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

３
月
１４
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

●
場
所

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
）

講
演

▽
演
題

犬
と
人
と
の
社
会
生
活

▽
講
師

小
澤
明
弘
さ
ん
（
岐
阜
県

獣
医
師
会
所
属
の
開
業
獣
医
）

実
演

▽
テ
ー
マ

犬
の
正
し
い
し
つ
け
方

（
実
演
犬
も
来
場
し
ま
す
）

▽
講
師

山
瀬
久
子
さ
ん
（
ド
ッ
グ

ト
レ
ー
ナ
ー
）

●
受
講
料

無
料

●
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
講
習
会
へ
は
犬
を
連
れ
て
来
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
――――――――

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
（
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
１５
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

３
月
１０
日
（
水
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

u
~
８
６
０
０

生
活
学
校
――――――――――――――――――

メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

可
児
市
生
活
学
校
は
、
商
品
の
安

全
性
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
介
護
保
険
な

ど
、
生
活
し
て
い
く
上
で
の
身
近
で

大
切
な
問
題
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん

で
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

賢
い
生
活
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
対
象
者

市
内
在
住
の
女
性

●
学
習
会

月
１
回
程
度

●
活
動
内
容

市
民
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
、
消
費
生
活

に
つ
い
て
の
学
習
、
社
会
見
学
、

料
理
実
習
な
ど

●
申
込
締
切

４
月
１６
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

同
学
校
の
間
瀬

淳
さ
ん
u
Ç
７
０
８
８
、
内
海
広

子
さ
ん
u
Ç
９
１
４
７

期
　
日 

時
　
間 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
後
７
時
〜
９
時 

４
／
５（
月
） 

４
／
１０（
土
） 

４
／
１８（
日
） 

４
／
２３（
金
） 

４
／
２９（
祝
） 

昭
和
５９
年
か
ら
（
社
）
岐
阜
県

建
築
士
会
可
茂
支
部
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
る
「
可
児
市
無
料
住

宅
相
談
」
は
、
間
も
な
く
２０
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

間
に
は
数
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
相
談
件
数
の
上
位
を

占
め
る
の
が
、
完
成
後
に
分
か
っ

た
欠
陥
、
仕
様
の
相
違
、
追
加
工

事
費
な
ど
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル

で
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
大
半
は
、

建
物
の
外
観
や
工
事
費
の
概
算
に

惑
わ
さ
れ
て
、
急
い
で
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
家
の
工
事
や

購
入
は
、
非
常
に
高
額
な
も
の
で

あ
り
、
一
生
の
う
ち
に
何
度
も
経

験
し
な
い
「
大
き
な
買
い
物
」
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
よ
り
慎
重
に
進

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
自
己
責
任
の
観
点
か
ら

も
、
建
物
の
知
識
を
身
に
付
け
る

と
と
も
に
、
施
工
者
と
は
別
の
第

三
者
（
建
築
士
な
ど
の
専
門
家
）

を
交
え
て
進
め
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

よ
り
工
事
に
つ
い
て
の
内
容
が
明

確
と
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
住
宅
で
は
、
請
負
者
の
取

り
組
み
方
や
職
人
の
技
術
で
、
構

造
や
仕
上
げ
に
大
き
な
違
い
を
生

じ
ま
す
。
設
計
と
施
工
を
一
括
で

契
約
す
る
場
合
で
も
、
工
事
監
理

の
契
約
を
別
に
結
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
工
事
監
理
契
約
を
結
ぶ
こ

と
は
、
適
正
な
工
事
を
保
証
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

な
お
、
最
近
の
相
談
で
増
え
て

い
る
の
が
、
外
壁
改
修
工
事
や
耐

震
無
料
診
断
と
宣
伝
す
る
飛
び
込

み
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
の
も
の
で

す
。
十
分
に
確
認
を
し
な
い
で
契

約
を
し
た
た
め
に
、
工
事
や
金
額

の
内
容
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
る
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
ら
も
、

事
前
に
専
門
家
（
建
築
士
な
ど
）

に
相
談
し
て
冷
静
な
対
応
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
相
談
日

毎
月
第
１
・
３
金
曜

日
●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

●
問
合
先

建
築
指
導
課

住
宅
の
工
事
・
購
入
は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う

住
宅
の
工
事
・
購
入
は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う

無
料
住
宅
相
談
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花
フ
ェ
ス
タ
ダ
ン
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岐
阜
県
ニ
ュ
ー
ダ
ン

ス
振
興
会
Ｄ.

Ｄ.

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

は
「
花
フ
ェ
ス
タ
ダ
ン
ス
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
２
０
０
４
」
の
参
加
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
２９
日
（
祝
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
３０

分
●
場
所

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園

（
瀬
田
）

●
対
象

５
人
以
上
の
ダ
ン
ス
グ
ル

ー
プ
（
ジ
ャ
ン
ル
不
問
で
ス
ポ
ー

ツ
系
、
健
康
体
操
系
も
可
）

●
募
集
数

３５
団
体
程
度
（
先
着
順
）

●
参
加
費

一
人
に
つ
き
７
０
０
円

●
申
込
締
切

３
月
１６
日
（
火
）

※
併
せ
て
一
般
審
査
員
を
１０
人
募
集

し
ま
す
。（
経
験
、
年
齢
、
性
別

不
問
）

●
申
込
・
問
合
先

同
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
　
　
　
　
　
u
Y
１
４
４
５

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
――――――――――

新
規
会
員
を
募
集

可
児
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
は
、

平
成
１６
年
度
の
新
規
会
員
を
募
集
し

ま
す
。
な
お
、
１６
年
度
か
ら
新
た
に

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
併
せ
て

募
集
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ア
ー
チ
ェ
ー
リ
ー
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
内
容

※
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
は
ス
ポ
ー

ツ
保
険
へ
の
加
入
が
別
途
必
要
。

●
練
習
日

毎
週
金
曜
日

●
練
習
時
間

午
後
７
時
〜
９
時
３０

分
●
場
所

市
弓
道
場
（
坂
戸
・
海
洋

セ
ン
タ
ー
東
）

●
申
込
・
問
合
先

同
協
会
の
林
さ

ん
u
‹
Ç
２
７
７
７
、
電
子
メ
ー

ルm
3t@
m
a.ctk.ne.jp

市
広
報
モ
ニ
タ
ー
――――――――――――

広
報
か
に
に
ご
意
見
を

市
は
「
広
報
か
に
」
に
つ
い
て
の

意
見
や
要
望
、
改
善
点
な
ど
を
聞
く

た
め
の
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

●
資
格

市
内
に
３
カ
月
以
上
住
ん

で
い
る
１８
歳
以
上
（
高
校
生
を
除

く
）
で
、
年
２
回
程
度
の
モ
ニ
タ

ー
会
議
に
出
席
で
き
る
人

●
募
集
人
数

１０
人
（
選
考
）

●
活
動
内
容

広
報
紙
に
つ
い
て
の

意
見
や
感
想
の
報
告
（
毎
月
１
回
）、

取
材
の
協
力
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

の
出
席
な
ど

●
任
期

４
月
１
日
〜
１７
年
３
月
３１

日
の
１
年
間

●
謝
礼

月
額
２
０
０
０
円

●
申
込
方
法

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
希

望
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
広
報
紙
に
つ
い

て
の
感
想
を
明
記
し
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
市
政
情
報
課
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切

３
月
１９
日
（
金
）
必

着
●
申
込
・
問
合
先

市
政
情
報
課

‹
}
０
３
４
５
、
電
子
メ
ー
ルsis

eijoho@
city.kani.gifu.jp

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
――――――――

予
防
接
種
の
確
認
を

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週

間
は
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
特
に
「
は
し
か
（
麻
し
ん
）」

は
感
染
力
が
強
く
、
国
内
で
年
間
８０

人
近
く
の
乳
幼
児
が
、
命
を
落
と
し

た
り
合
併
症
や
後
遺
症
に
苦
し
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。

可
児
市
で
は
、
１
歳
に
な
れ
ば
は

し
か
（
麻
し
ん
）
の
予
防
接
種
を
医

療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
歳
を
過
ぎ
た
お
子
さ
ん
に
は
、
な

る
べ
く
早
く
接
種
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
に
つ

い
て
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

健
康
増
進
課

不
用
品
紙
上
交
換
――――――――――――

●
ゆ
ず
り
ま
す

○
た
ん
す
（
７
年

前
に
１０
万
円
ほ
ど
で
購
入
、
７
段
の

上
に
ガ
ラ
ス
戸
の
か
ざ
り
棚
、
幅
１

５
０
㎝
×
高
さ
１
７
３
㎝
×
奥
行

き
４４
㎝
）
を
取
り
に
来
ら
れ
る
人
に

無
料
で
（
平
岡
義
一
さ
ん
u
Ç
０

４
３
９
）

○
電
子
オ
ル
ガ
ン
（
平

成
５
年
購
入
、
ヤ
マ
ハ
製
）
、
水

槽
（
平
成
６
年
購
入
、
ポ
ン
プ
・

照
明
付
き
、
幅
９０
㎝
×
高
さ
６０
㎝
×

奥
行
き
４５
㎝
）、
ひ
な
人
形
（
平
成

５
年
購
入
、
径
秀
作
、
５
段
飾
り
）、

オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ン
ポ
（
平
成
６
年
購

入
、
ソ
ニ
ー
製
）
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ

ッ
グ
（
平
成
６
年
購
入
）
を
取
り
に

来
ら
れ
る
人
に
無
料
で
（
早
坂
尚
弘

さ
ん
u
Ç
０
９
９
１
、
午
後
６
時

以
降
）

●
問
合
先

商
工
観
光
課

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

３月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区  
缶 

ペットボトル 
トレー資源 

金物類 
粗大ごみ 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井 

今渡・土田 

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・ 
若葉台・虹ケ丘 

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・ 
光陽台・長洞・帷子新町 

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・ 
塩・塩河・室原・坂戸台 

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・ 
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・ 
渕之上 

下切・北姫ニュータウン・ 
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見 

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・ 
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

２４ 
（水） 

２５ 
（木） 

１５ 
（月） 

１８ 
（木） 

１７ 
（水） 

１６ 
（火） 

１２ 
（金） 

１９ 
（金） 

１７ 
（水） 

１８ 
（木） 

２２ 
（月） 

２５ 
（木） 

２４ 
（水） 

２３ 
（火） 

１９ 
（金） 

２６ 
（金） 

資格 

ジュニア 
クラブ会員 協会会員 

小学 
５年生 
以上 

無料 

１０人 １０人 

高校生 
以上 

４０００円 
（学生無料） 

年会 
費 

募集 
人員 

案
内
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保　健 保　健 

相　談 相　談 

 
 
 
 
３種・２種混合（初回・追加） 
●期日と場所　○３月１１日（木）＝ 
土田公民館　○３月１９日（金）＝ 
広見東公民館　●受付時間　２時
～２時３０分　●対象者　生後５カ月 
以上９０カ月未満　○３種＝百日ぜ 
きにかかったことのない子（３～８ 
週間の間隔で３回接種）　○２種＝ 
百日ぜきにかかったことのある子  
（４～６週間の間隔で２回接種 ） 
※初回終了後１年～１年半の間隔で
追加接種を受けてください。接種前 
には、必ずお子さんの体温を測って 
ください。 
 
乳児健康診査・ツベルクリン 
●期日　３月１６日（火）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１５年１１月 
１日～１５日生まれ 
 
１歳６カ月児健康診査 
●期日対象者　３月１２日（金）　●受
付時間　１時～１時１５分　●場所
保健センター　●対象者　１４年  
８月１６日～３１日生まれ 
 
母子健康手帳交付  
●期日　毎週金曜日　●受付時間 
９時１５分～９時３０分　●場所　保 
健センター 

 
離乳食モグモグ教室 
●期日　３月２４日（水）　●受付時
間　９時４５分～１０時　●場所　総
合会館（市役所向かい）　●対象者
離乳中期以降の子どもを持つ人  
●持ち物　エプロン、三角きん、手 
ふき　●申込締切　３月１７日（水）
●申込先　健康増進課 
 
あこがれママ教室  
●期日　○２課＝３月１２日（金）　○３ 
課＝３月１９日（金）　●受付時間  
９時２０分～９時３０分　●場所　保
健センター　●内容　○２課＝妊婦
体操（運動のできる服装、飲み物を 
持参）、歯の衛生（歯ブラシ、手鏡、 
コップを持参）　○３課＝臨月から 
お産、乳房の手当て 
 
こども歯みがき相談 
●期日　３月１７日（水）　●受付時
間　１時２０分～２時　●場所　保健 
センター　●対象者　１３年１１月生
まれ　●内容　歯科健診、染め出
し、ブラッシング指導、おやつ指導  
●持ち物　母子手帳、エプロン、タオ
ル、歯ブラシ、手鏡、コップ　●申  
込先　健康増進課（前日までに） 
 
献血  
●期日　３月２３日（火）　●時間  
１０時～１時、２時～４時　●場所  
ユニー可児店（中恵土）　※４００ml
献血にご協力ください。 

 
３歳児健康診査  
●期日　３月１５日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１３年２月 
１６日～２８日生まれ 
 
こども相談 
●期日　３月１７日（水）　●受付時 
間　９時～１０時３０分　●場所　保
健センター　●対象者　乳幼児を持 
つ人 
 
離乳食相談 
●期日　３月１６日（火）　●受付時
間　２時～２時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　離乳期の乳 
児を持つ人 
 
健康講話 
●期日と場所　○３月１１日（木）＝
可児川苑（坂戸）　○３月１５日（月）
＝福寿苑（大森）　●時間　１０時～ 
１１時　●対象者　６０歳以上の人
●内容　痴ほう予防 

 
 
 
 
心配ごと相談 
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　福祉センター（今
渡）　●問合先　市社会福祉協議 
会　u~１５５５ 
 
行政相談 
●期日　３月１２日（金）　●時間  
１時～４時　●場所　市役所１階相 
談室　●問合先　総務課 
 
ことば・発達相談 
●日時　平日の３時３０分～４時３０分 
に電話で受け付け、調整　●場所  
養護訓練センター（可児警察署西） 
※お子さんの言葉や発達について、気 
軽に相談してください。　●申込・ 
問合先　同センター　u|０２５５ 

 
生涯楽習相談 
●期日と場所　○３月１４日（日） 
＝文化創造センター（下恵土）　○３
月１５日（月）＝市 役 所１階 会 議  
室　●時間　１時～４時　※子ども
ボランティア相談も受け付けます。 
●問合先　生涯学習課 
 
発達と教育の相談会 
●期日　３月１７日（水）　●時間  
１時３０分～３時３０分　●場所　総合 
会館分室（JR可児駅西）　●申込方 
法　教育研究所へ電話で予約する 
●問合先　同研究所　uÄ４８４１ 
 
住宅（建築）相談 
●期日　３月１９日（金）　●時間  
１時～４時　●場所　市役所１階相
談室　※耐震、住宅性能表示制度、
保証制度の相談も受け付けます。 
●問合先　建築指導課 

 
人権相談 
●期日　３月１２日（金）　●時間  
１時～４時　●場所　図書館本館
（広見）　●問合先　まちづくり推 
進課 
 
法律相談 
●期日　３月１６日（火）、２３日（火） 
●時間　１時～４時（受け付けは２時 
まで）　●場所　福祉センター　●問合 
先　まちづくり推進課 

　 乳 児 健 診・１歳６カ月児 健  
診・３歳児健診と保健センター 
で行われる予防接種の番号札  
は、午前８時３０分から受付に用  
意しています。番号札を利用す 
る場合は、母子健康手帳を持参  
の上、お越しください。 
●問合先　健康増進課 

３月の税金 

※３月３１日までに納めましょう。 

国民健康保険税 

介護保険料 
１０期 
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本 館  
帷 子 分 館  
桜 ケ 丘 分 館  

u~５１２０
uÇ８５３０
uÅ３４７３ 

可 児 市 の人 口と世 帯  
（ ２月１日現在） 

●人　口……９７,９７６人 
（男４８,７５７人、女４９,２１９人） 

（先月より１２４人増、 
昨年同月より１,４２７人増） 

●世帯数…３４,１２０世帯 

展示のご案内 

「おわかれ」と「であい」の絵本  
 
　春は卒園、そして入学の季節ですね。この
時期に、子どもたちに読んであげたい絵本を
選んでみました。 
 
『わすれられないおくりもの』スーザン・バー
レイ作（評論社）：年老いたアナグマの死を動物
たちが悲しみますが、アナグマとの思い出はみ
んなの心を癒やし元気にしてくれました。 
 
『とんことり』筒井頼子作（福音館書店）：転
校生でまだ友達のいないかなえの家に、誰かか
らプレゼントが届きます。新しい出会いにどき
どきする気持ちが伝わってくる本です。 
 
『ぐるんぱのようちえん』西内ミナミ作（福音
館書店）：ゾウのぐるんぱは、さまざまな仕事を
転々とした後、幼稚園を開きました。子どもた
ちに出会えたぐるんぱはとても幸せそうです。 
 
『くんちゃんのはじめてのがっこう』ドロシ
ー・マリノ作（ペンギン社）：初めて学校へ行っ
たクマのくんちゃんは戸惑いますが、先生はく
んちゃんがちゃんと分かることも聞いてくれ
て、とてもうれしくなりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後
２時～、第２・４木曜日午前１１時～（幼
児向け）　○帷子分館＝毎週土曜日午
後２時～、第２・４木曜日午前１０時
３０分～（幼児向け）　○桜ケ丘分館＝
毎週土曜日午前１０時３０分～ 

●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝
居、本の紹介など 

※３月２７日（土）は、本館でマジックシ
ョーがあります。 

 
 
 
３月１日（月）、８日（月）、１５日（月）、２０日（祝）、 
　２２日（月）、２９日（月）、３１日（水） 
４月５日（月）　 
 
   ※３月３１日（水）は館内整理日です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「歴史にみる土田、帷子の震災」展 
３月１０日（水）まで（本館） 

●「子どもと大人の情報誌『ランタン』」展 
３月１３日（土）～２８日（日）（本館） 
●「詩を楽しみましょう」展 
３月３０日（火）まで（帷子分館） 

●「進学・就職に関する本」展 
３月３０日（火）まで（桜ケ丘分館） 

 
 

休館日 

月　日 場　　所 時　間 

移動図書館 
ひまわり号巡回予定表 

３／１２ 
（金） 
 

１６ 
（火） 
 
 
１７ 
（水） 
 

１９ 
（金） 
 
２３ 
（火） 
 

２４ 
（水） 

春 里 連 絡 所  

光 陽 台四丁目公園  

西 可 児 中 学 校  

旧 姫 治 連 絡 所 南  

今 公 民 館  

清 水 ケ 丘 集 会 所  

南 帷 子 小 学 校  

柿 下 公 民 館  

緑ケ丘二丁目バス停 

羽 生 ケ 丘 公 民 館  

東 明 小 学 校  

奥山台あすなろ公園 

松 伏 団 地  

旭 小 学 校  

桂ケ丘二丁目バス停 

桜ケ丘給水タンク東側  

桜 ケ 丘 小 学 校  

福 寿 苑  

久 々 利 連 絡 所  

大 平 公 民 館  

し ら さ ぎ 団 地  

2:10～2:50 

3:00～3:40 

3:50～4:30 

1:30～2:00 

2:10～2:40 

2:55～3:30 

3:45～4:30 

1:30～2:00 

2:10～2:50 

3:05～3:35 

3:45～4:30 

1:30～2:05 

2:20～2:50 

3:10～4:30 

2:00～2:50 

3:00～3:40 

3:45～4:30 

1:30～2:00 

2:15～2:45 

3:00～3:30 

3:50～4:30

澤野たいきくん（
４カ月・西帷子）

 安江ひびきくん（10カ月・中恵土） 加藤ゆずきくん（１歳・川合） 



広報かには古紙配合率１００％･白色度８０％再生紙を使用し、  
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 

編集・発行／可児市役所  〒５０９-０２９２  岐阜県可児市広見一丁目１番地 
u （０５７４）~１１１１　FAX （０５７４）}０３４５　URL  http://www.city.kani.gifu.jp/

いきいきマイタウン 番組案内 
ケーブルテレビ可児７ch放送 ケーブルテレビ可児７ch放送 

●放送時間　土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
　　　　　　月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

VOC成分 
　 ゼロ 

1０９ 

●うるおいライフ 

★シリーズ：図書館だより 

　２月１５日に行われた可児シティーマラ
ソンの模様と、３月１３日から始まる図書
館展示「子どもと大人の情報誌『ランタ
ン』」展を紹介します。 

３／６ 

１２ 
〜 

●アイメイトとともに 
　～第１０回可児市福祉芸術祭～ 

★シリーズ：学校めぐり 

　２月２９日に行われた、福祉芸術祭の模
様をお伝えします。アイメイト（盲導犬）も
登場するステージです。 

３／１３ 

１９ 
〜 

●空からそそぐ資源 

★シリーズ：市役所の豆知識 

　旭小学校に太陽光発電システムが入りま
した。文化創造センターでは、雨水利用を
行っています。資源の有効活用につなが
る、これらのシステムを見てみましょう。 

３／２０ 

２６ 
〜 

●いまさら聞けないパソコン用語 
　＜第４集＞ 

★シリーズ：好きなのはカニダー 

　パソコンにはディスプレーやキーボード
などの装置があります。どんなものがあり、
何に使うのかを紹介していきます。 

３／２７ 

４／２ 
〜 

表　紙　の　人 

可児友邦さん 
矢代幸雄さん 
　創意工夫を凝らして
作ったロボット「ボー

ルGet,s」を駆使して「創造アイデアロボットコ
ンテスト中学生の部」に参加した二人。地区予
選、県予選、東海北陸地区大会を圧倒的な強さで
勝ち抜き、この１月、全国大会に出場しました。
全国大会では、準優勝チームに延長戦で負けたも
のの、見事にベスト８まで進みました。「どの予
選、大会でも、初戦はやっぱり緊張します。全国
でのベスト８は悔しい結果です」と話します。 
　毎年ルールが変わり、それに対応するロボット
を作る時が一番楽しいと言う二人。来年の大会で
は、全国優勝がはっきりと視野に入っています。 
　将来の夢はとの質問に「人の役に立つロボット
を作ることです」ときっぱりと答えた、二人の真

剣な顔が印象的でした。 
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（
佐
） 

冬の寒さから解放されると、いろんな「色」があふれ出てきます。 
春を代表する菜の花の鮮やかな黄色は、どこか懐かしい、のどかな 
里の春を感じさせてくれます。 

（久々利） 
 

春の色 


